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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 
キーワード：自然科学教育，地学教育 
 
１．研究計画の概要 
神奈川県の台地や丘陵地域は，開発が進み，

今やほとんどが住宅地となっている。多くの
人口をかかえ，学校も多いこれらの地域では，
地層を具体的に観察する露頭は既に無くな
っている。 
そこで，これらの地域が開発される前，ま

たは開発中に撮影された地質情報を伝える
写真を収集し，インターネットで公開し，教
材としても地域の学校で役立ててもらうこ
とを計画した。 
 これらの地域の地質・テフラに関しては，
古くから研究が行われているが，氷河性海水
面変動の影響を受けて非常に複雑であり，写
真に写る地質情報は，その都度詳細な検討が
必要になる。 
 そこで，収集した写真を細かく検討し，多
摩丘陵露頭集および神奈川県テフラ写真集
を作成することにした。 
２．研究の進捗状況 
 4年計画の 3年が過ぎ，神奈川県テフラ写
真集はおおむね完成し，一部は既に神奈川県
立生命の星・地球博物館の電子百科・神奈川
の自然・関東ローム層で公開している。これ
には教材として重要な地図情報がないので
現在，地図上から検索できる別のデータベー
スを作成中である。 
 多摩丘陵露頭集は，収集で見つかった他地
域の露頭も合わせ現在，地図上から検索する
データベースを作成している段階である。 
３．現在までの達成度 
テフラについてはほぼ完成，露頭について

も順調に進行しているので②。 
４．今後の研究の推進方策 
 今回の研究で露頭データベース化のルー

チィンが完成した。今後、別の機会があれば
さらに、多様なデータベースが構築可能であ
る。ただし，当初予定した一般市民からの地
質情報写真はなかなか有用なものが得られ
なかった。 
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